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地域の大豆生産者と実需者とのかかわり
・関係機関との連携について

業務部 農産事業課
課長 徳力望 1



おいしさをずっと、400年。
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天正年間 （1580年頃）片岡治兵衛が創業

地元たつので淡口醤油を作り続けたい

「原料の産地からお客様の食卓まで」

社名・マークの由来

龍野藩の「物産蔵」が、『東蔵』と呼ばれていた

「社運が旭日昇天の勢いなれかし」の願いを込めて定めた

これからもずっと、400年。



経営理念 地域には「ヒガシマルという会社があって良かったなぁ」
と心から言われる会社作りを目指します

将来に向け継続的に

「地産化」＝「地域に貢献」

・生産者は、
地元で醤油醸造用の高品質な 小麦･大豆 を生産する

・ヒガシマルは、
地元の契約生産物は、全量買い取り･醤油を造る

高品質な小麦･大豆の 地産化の推進
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発表内容
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１）醸造用原料の安定調達のための地産化

・生産者とのかかわり、関連機関との連携

２）大豆の多収化に向けて

・醸造用新品種大豆 たつひめ

・亜熱帯化干ばつ対策の栽培技術例

３）発酵諸味粕堆肥による資源循環型農業

・2年3作＋土つくり(ASK)

・ASK(発酵諸味粕堆肥）の高度利用

４）まとめに入ります



食料安全保障の強化･年1回達成度調査
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今から25年前・・・2050年問題

2010年 総務省統計局
世界の総計第2章
2-1世界人口の推移(1950~2050)

2050年には、世界人口は92億人、

日本の人口は0.95億人と推計

食糧の争奪戦が予想
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大豆・小麦の安定調達が必須



まず、1998年 小麦を全量国内麦化

北海道から兵庫県へ

地産化の推進
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生産・実需双方にメリットが創出･享受されることを基本理念に､各団体が
役割を明確に活動し､取り組みの継続・拡大､そして地域社会貢献に結び付いている

JA全農 兵庫県本部
地場産原料契約栽培元

兵庫県手延素麺協同組合
地場産原料を使った素麺製造ヒガシマル醤油㈱

地場産原料を使った醤油製造

㈱高田商店（事務局）
生産側、実需側、指導機関
との相互調整

JA兵庫西
生産側の契約元 資材準備、栽培履歴
検証、収穫後の受検、栽培技術指導

生産者
（農業法人・集落営農・大型農家）

高品質地場産原料の生産

龍野醤油協同組合
組合全体への取組普及検討独立研究開発法人 農研機構

兵庫県（農林水産技術総合センター、農業改良普及センター）
たつの市農林水産課
地場産原料栽培方法（品質向上、増収等）の指導

「農商工･公」連携による地産化
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ステージ４
醸造用 新品種開発
小麦 〇
大豆 〇 ◎

年 2016

ﾀﾏｲｽﾞﾐ 中国162

ﾊﾅﾏﾝﾃﾝ 農研1･2号

試験栽培期間

実栽培期間 すずかれん

九州162号

大
豆

2000 2002 2004 2006

小
麦

2008 2010 2012 2014

こがねさやか

ゆめちから
せときらら

たつまろ

シロガネコムギ

ふくほのか

北海261
中国161

四国10号

四国15号

サチユタカ
タマホマレ

ステージ１
兵庫県の奨励品種
シロガネコムギ
サチユタカ

ステージ３
農研機構の高ﾀﾝﾊﾟｸ新品種
北海261号 ⇒ ゆめちから
四国10号 ⇒ こがねさやか
四国15号 ⇒ たつまろ

ステージ２
醸造適の既存品種
ふくほのか
タマホマレ

小麦：
大豆：

たつひめ
R5.8.22品種登録
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地元に小麦･大豆の新品種の導入



醸造用小麦･大豆の新品種開発

農研機構 西日本農業研究センター「共同研究」による

毎年、新品種候補の現地実証試験に取り組む
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